
 

  

  

 

 

 
 

●地域でイベント・行事を開催する時の判断に活用してください。 
●不特定多数の集客をするイベントは,裏面フローチャートを参照し,県の感染防止策チエックリストを策定してください。  

【参加人数】人数上限と収容定員に収容率を乗じて算定した人数のいずれか少ない方を限度 

人数上限 収容率 

5,000人又は 

収容定員50％ 

のいずれか大きい方 

 

 

 

 

100％（満席）収容定員が無い場合は，人と

人とが触れ合わない間隔を空ける 

50％（半分以内）前後左右の座席との

身体的距離の確保。座席間は１席（立席の場

合はできるだけ２ｍ，最低１ｍ）空ける 

【開催条件】                                     チ ェ ッ ク 欄 

消毒の徹底等 ・出入口・トイレなどでの手指消毒，施設内のこまめな消毒，手洗い奨励など □ 

飛沫の抑制の徹底 

（マスク着用や大声を出

さないことの徹底） 

・適切なマスクの正しい着用や,大声を出さないように事前に周知・徹底する 

・マスクを持参していない人がいた場合は,主催者側で配付 など □ 

飲食の制限 
・感染防止対策（アクリル板等）を行ったエリア以外での飲食の制限，飲食中の会

話の制限，食事中以外はマスクの着用の推奨，換気, 食事時間短縮 など  
□ 

有症状者の入場などを

確実に防止 

・検温の実施，発熱・症状がある場合は,イベント参加を控えてもらい,入場を断った際

の料金払い戻し措置の規定。有症状の出演者などは，出演・練習を控える など 
□ 

参加者の把握 
・事前予約又は入場時の参加者連絡先の把握，接触確認アプリや「広島コロナお知

らせＱＲ」の積極的活用 など 
□ 

３密の回避 

・こまめな換気（１時間に２回以上・１回に５分間以上）又は室温が下がらない範

囲での常時窓開けや,法令を遵守した空調設備による常時換気 

・入退場や休憩時間の密集回避（時間差入退場，人員の配置，導線の確保，直行・

直帰の呼びかけなど） 

・休憩時間中やイベント前後の食事などでの感染防止の徹底，入場口・トイレ・売

店等で密集回避できる人数制限など 

・【大声なしの場合】人と人とが触れ合わない程度の間隔を確保 

・【大声ありの場合】前後左右の座席との身体的距離を確保。収容定員が無い場合

は十分な人と人との間隔（できるだけ２ｍ，最低１ｍ）を確保 

・イベント前後の公共交通機関，飲食店などでの密集を回避するため，交通機関，

飲食店などの分散利用について注意喚起 など 

□ 

演者と観客間の接

触・飛沫感染の防止 

・演者,選手等と観客がイベント前後や休憩時間に接触しない確実な措置を講じる。

演者が歌唱など行う場合，舞台から観客まで一定の距離を確保（最低２ｍ） など 
□ 

 

 

 
出典：「新型コロナウイルス感染拡大防止のための広島県の対処方針」令和２年５月 15日制定（令和３年 12月 1日一部改正） 

「広島県におけるイベントの開催条件について」令和３年 11月 25 日適応 

三原市感染症対策本部 問い合わせ：三原市保健福祉課 0848‐67‐6053  令和３年 12月 1日改訂 

大声なし ※ 

 

大声あり ※ 

 

■※ 大声の定義：「観客等が,①通常よりも大きな声量で,②反復・継続的に声を発すること」であり, 

これを積極的に推奨する又は必要な対策を十分に施さないイベントが「大声あり」に該当。 
 
 

【令和３年 1２月１日から】 新型コロナウイルス感染拡大防止のための  

イベント・行事開催の判断チェックシート 
 

① 基本的な対策をしっかりと（3密回避・マスク着用・手洗い・咳エチケット） 

② 会食は「広島積極ガード店ゴールド」で 忘年会は大声なし,節度を持って  

③ 地域の行事は,不特定多数や大声にならない工夫を      

④ 体調に異変を感じたら早期受診  

⑤ 機会をとらえてワクチン接種を 

回 覧 

（12 月 1日決定） 
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「広島県におけるイベントの開催条件」を踏まえた三原市フローチャート 

                                        令和 3年 12月１日 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベント・行事 

【イベントとは】「事前予約制・チケット販売・時間指定等の方式で不特定多数に

向けて集客する単発の興行等がイベントにあたる。」（11月 25 日県 Q＆Aより）     

・不特定多数の集客をするイベントであり,個々に照らして考える。 

・従前の県への事前相談（1000 人を超える又は全国的な移動を伴うもの）として扱

っていたものは，当然イベントとして考える。 

イベントではない 

三原市「イベント・行事開

催の判断チエックシート」

を参考に感染拡大防止を

図る（提出掲示不要） 

人数上限 5000 人又は 

収容定員の 50%のいずれか大

きい方 A 

 

■※大声あり 

収容定員の 50%（収容定

員が無い場合は,十分な

人と人との間隔： でき

るだけ２ｍ,最低１ｍ） 

参加人数 5000 人超かつ

収容率 50％超■ 

※大声なしの前提 

（収容定員が無い場合

は,人と人とが触れ合わ

ない程度の間隔が保た

れている場合） 
■※大声なし 

必要な間隔の維持が

困難 

できる 

 

開催できない  

収容定員の 100%（収容定

員が無い場合は,人と人

とが触れ合わない程度

の間隔） 

参加人数の基本的な要件の

範囲内で開催するイベント 

 

県「感染防止策チエックリ

スト」をつけ,HPで掲載,ま

たは会場入口に掲示を行

う。「イベント結果報告書」

を記載し,イベント終了日

から 1年間保管する。 

参加人数の要件緩和を受け

る場合 ■大声なしのイベ

ントに限る 

県へ２週間前までに「感

染防止安全計画」(チラ

シ・計画書添付）を提出し

確認を受け,感染防止策

を講じ実施。イベント終

了後,1 か月以内に「イベ

ント結果報告書」を提出。 

 

不特定多数にならない
よう工夫をしている場
合は, 
イベントとみなさない
ことができる。 
感染リスクにより個々
に判断する。 

できる 

 

A と比べて少
ない方が限度 

A と比べて少
ない方が限度 

・結果報告書は,クラスター発生や感染防止策の不

徹底等が生じた時は直ちに県に連絡し提出 

国の示す例： 

行政主催イベント,各種教室, 

地域の行事(盆踊り等)  

文化祭,入学式,卒業式 ex 

 

 

できる 

 

イベントである 

■※ 大声の定義：「観客等が,①通常よりも大きな声量で,②反復・継続的に声を発すること」であり, 

これを積極的に推奨する又は必要な対策を十分に施さないイベントが「大声あり」に該当 

 

 


